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今を積み重ね、明日の選択を広げる 

校長 稗田 知子 

先日、東京都教育委員会による特別支援学校卒業後の進路や学びに関する調査について、保護者

の皆様にはアンケートに御協力いただき、誠にありがとうございました。 

調査結果によると、高等部卒業後の進路について「まだ検討していない」という回答が半数以上

でした。 

進路への準備は、高等部に入ってから考えるというような未来の話ではなく、日々の学習や生活

の積み重ねの延長線上にあります。特に小学部・中学部の間に育てたい力は、興味や関心をもって

人と関わる力、身辺の自立に向けた力、自分の意思を伝える方法の確立です。「身辺自立」とは、

すべてを一人で行うことではなく、できることは自分でやろうとする姿勢や、必要な支援を周囲に

求め、協力することが大切です。小さな「できた！」の積み重ねが、達成感と意欲につながりま

す。「意思表出」は、言葉だけでなく、写真やジェスチャー、視線なども重要な手段であり、周囲

がそのサインを理解することが不可欠です。保護者の皆様がお子さんの伝え方を知り、その理解を

学校や地域に広げることが、社会参加の第一歩となります。また、「どちらにする？」「どれがい

い？」と選ぶ経験を重ねることで、自己決定の力や意思表出の力が育まれます。 

今年度、本校では「主体的・対話的な学びの実現」をテーマに校内研究を進めてきました。授業

では、やってみたくなるような工夫や、教員や友達とのやり取りで学びを深める工夫について、教

員同士が活発に意見を交わしながら改善に取り組みました。これらの知見を活かし、今後も子ども

たちの主体性をさらに育む学びを進めていきます。 

御家庭でも、好きなことを探して興味を広げる、写真やカード、表情など意思の伝え方を共有す

る、地域や社会とつながる体験や情報を集めるといった機会をぜひつくってみてください。「将

来」と聞くと不安になるかもしれませんが、情報を知ることで備えることができます。地域や保護

者間のネットワークづくりも大切です。本校でも、保護者会での情報提供やお便りの発行などを通

して、引き続き情報提供に努めてまいります。 

卒業生保護者の皆さんからは、「小・中学部の9年間は長いよう

であっという間でした」という声が毎年多く寄せられます。高等

部の 3年間はさらに短く感じるとのことです。3学期は、次の学

年の“0学期”と呼ばれています。今から学校・家庭・地域が力を

合わせ、できることから取り組み、子どもの可能性を広げていけ

るよう、御理解と御協力をお願いいたします。 

 



小学部３・４年生 校外学習 

12 月 16日（火）、小学部 3・4年生は多摩六都科学館へ校外学習に出かけました。事前学習では、

訪れる施設の場所や当日の流れ、守るべき約束について確認し、館内にあるさまざまな部屋やコーナー

の写真などを見ながら、当日を楽しみに準備を進めました。 

3 年生は 2つのグループに分かれて、多摩六都科学館の様々な部屋を見学しました。1つ目のグルー

プは、しくみの部屋・自然の部屋・地球の部屋を順に巡りました。発電のしくみが体験できる電動バイ

クに乗ったり、虫や魚、化石などを間近で見たりしながら、興味津々の様子で楽しんでいました。もう

1つのグループは、チャレンジの部屋・からだの部屋・しくみの部屋を見学しました。月の重力を体験

できるムーンウォーカーに挑戦したり、感覚を使ったゲームを通して体の働きについて学んだりと、こ

ちらも意欲的に活動していました。子どもたちはいろいろな展示に関心をもち、それぞれの部屋をじっ

くりと満喫していました。学校とは違う環境の中で、笑顔で過ごす姿がとても印象的でした。 

4 年生は学年全員で一緒に施設を見学しました。水槽の中を泳ぐ魚をじっと眺める様子や、体験コー

ナーで知恵の輪に集中して取り組む姿が見られました。昼食は、それぞれ持ってきたお弁当を嬉しそう

に食べていました。好きなおかずを友達と見せ合ったり、普段の給食とは違う雰囲気を楽しんだりして

いました。アスレチックや発電バイクでは、もっと続けたい気持ちをぐっと我慢して切り替える姿に成

長を感じました。 

昨年度とは違う場所での校外学習でしたが、3・4年生ともに充実した一日を過ごすことができまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


